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志賀高校の

　今回は志賀高等学校の３年生お二人に、志賀
高校のこと、志賀町のことをお聞きしました。

　

石
川
県
立
志
賀
高
等
学
校
は

平
成
21
年
４
月
に
県
立
高
浜
高

等
学
校
と
県
立
富
来
高
等
学
校

が
合
併
し
た
学
校
で
す
。

　

現
在
は
「
普
通
科
普
通
コ
ー

ス
」
と
「
普
通
科
ビ
ジ
ネ
ス
・

福
祉
コ
ー
ス
」
に
１
０
０
名
の

生
徒
が
在
籍
し
、
希
望
す
る
進

路
に
向
け
て
日
々
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

　

部
活
動
で
は
レ
ス
リ
ン
グ
部

や
射
撃
部
が
毎
年
の
よ
う
に
全

国
大
会
へ
出
場
し
て
い
ま
す
。

　

生
徒
会
活
動
も
盛
ん
で
、
挨

拶
運
動
を
は
じ
め
、
町
と
連
携

し
た
取
組
も
た
く
さ
ん
行
っ
て

い
ま
す
。

　

志
賀
高
校
は
生
徒
数
は
少
な

い
で
す
け
ど
、
ク
ラ
ス
の
み
ん

な
が
仲
良
し
で
す
。

　

先
生
と
の
距
離
も
近
く
、
進

学
や
就
職
の
個
別
面
接
で
も
手

厚
い
指
導
を
頂
い
て
い
ま
す
。　

　

昨
年
か
ら
「
総
合
的
な
探
究

の
時
間
」
の
一
環
と
し
て
、
廃

校
を
使
っ
て
の
イ
ベ
ン
ト
「
志

賀
フ
ェ
ス
」
を
旧
西
海
小
学
校

で
行
っ
て
い
ま
す
。　

　

特
色
あ
る
取
組
と
し
て
、「
教

科
の
枠
を
超
え
た
授
業
」
が
あ

り
ま
す
。
違
う
教
科
の
先
生
２

人
が
ペ
ア
に
な
っ
て
、
１
日
だ

け
の
限
定
授
業
を
行
い
ま
す
。

い
つ
も
と
は
違
う
授
業
で
楽
し

く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

中
学
生
対
象
の
体
験
入
学
で

は
生
徒
自
身
で
学
校
説
明
を

行
っ
て
い
ま
す
。　
　

　

部
活
動
で
は
、
他
校
と
の
合

同
練
習
も
行
っ
て
お
り
、
全
国

優
勝
し
た
学
校
の
先
生
か
ら
指

導
を
受
け
る
な
ど
、
み
ん
な
で

切
磋
琢
磨
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
経
済
的
な
サ
ポ
ー
ト

や
練
習
環
境
も
整
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

　

地
域
の
人
と
協
力
し
て
、
縁

日
や
さ
く
ら
貝
を
使
っ
た
ア
ク

セ
サ
リ
ー
作
り
、
竹
と
ん
ぼ
飛

ば
し
大
会
、
射
撃
体
験
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

　

昨
年
は
親
子
連
れ
や
高
齢
者

な
ど
４
０
０
人
位
が
集
ま
っ
て
、

た
い
へ
ん
好
評
で
し
た
。　

　

今
年
も
10
月
22
日
に
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
昨
年
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
加
え
、
町
の
企
業

と
も
連
携
し
な
が
ら
や
っ
て
み

よ
う
と
計
画
中
で
す
。　

　

今
年
は
も
っ
と
多
く
の
人
を

集
め
る
た
め
、
高
校
の
公
式
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
開
設
し
ま
し
た
。

志
賀
高
校
の
特
色
・　

志
賀
高
校
の
特
色
・　

　

魅
力
は
な
ん
で
す
か
？

魅
力
は
な
ん
で
す
か
？

今
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は

今
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は

ど
ん
な
こ
と
で
す
か
？

ど
ん
な
こ
と
で
す
か
？

志賀高校では県内でも珍しい支援を行っています。
　①昼食提供　②通学費補助　など

その他、支援制度や
高校の情報についてはこちら　→

昨年の志賀フェスの様子
（志賀高校HPより）
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み
ん
な
素
直
で
、
な
ん
で
も

や
っ
て
み
よ
う
と
取
り
組
め
る

子
達
で
す
。
志
賀
フ
ェ
ス
も
先

生
が
勧
め
た
訳
で
は
な
く
、
生

徒
た
ち
が
考
え
て
や
っ
て
い
ま

す
。　

　

や
っ
て
み
た
い
こ
と
を
行
動

に
移
す
と
こ
ろ
が
い
い
と
思
い

ま
す
。

　

好
き
な
こ
と
、楽
し
い
こ
と
、

わ
く
わ
く
す
る
こ
と
に
対
し
て

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
す
ご
く
あ
り

ま
す
。　

　

一
点
、
更
な
る
成
長
を
求
め

る
と
し
た
ら
、
ど
ん
な
に
た
い

へ
ん
な
こ
と
で
も
我
慢
強
く
取

り
組
め
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。　
　

　

遊
ぶ
場
所
が
あ
ま
り
な
い
の

が
残
念
で
す
。
大
き
い
デ
パ
ー

ト
が
あ
れ
ば
働
き
口
も
増
え
る

し
、
買
い
物
も
で
き
る
の
で
趣

味
も
広
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

志
賀
高
校
に
県
内
外
か
ら
生

徒
が
集
ま
れ
る
よ
う
な
環
境
が

あ
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

夜
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
す
る
こ
と

が
あ
る
の
で
、
道
を
明
る
く
し

て
ほ
し
い
で
す
。　

先
生
か
ら
見
た

先
生
か
ら
見
た

　

生
徒
は
？

　

生
徒
は
？

町
に
望
む
こ
と
は

町
に
望
む
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？

あ
り
ま
す
か
？

生徒のことを熱く語る礪波先生

志賀高校インスタグラムはこちらから↑

（前列左から）礪波先生、髙山さん、岡田さん、江上校長

　インタビューに答えてくれた３年生の髙山さん、岡田
さん。一つ一つの質問に少し考えながらも、しっかり答
えてくださいました。将来の夢を語るお二人の表情が頼
もしく印象的でした。
　表紙撮影に協力してくれた 12人の生徒さん達、それ
ぞれの目標に向かって進んでほしいと思います。
　礪波先生はじめ皆さんにはお忙しい中ご協力頂き、あ
りがとうございました。
　志賀町議会はこれからも志賀高校を応援します！

志賀高校の公式インスタ
グラムをはじめました。
みなさん、 ぜひフォロー
してください！

議会から
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子育て世帯生活支援給付金給付事業
　　　　　　　　　　 ‥‥ 6703 万円

（概要）
子育て支援のため、子ども一人当たり
35,000円を給付。（所得制限なし、18歳まで）
　対象：1,905人

・現金の支給はありがたいと思う。もらった
方は有効に使ってほしい。（50代　女性）

・一人あたり5万円を上限として、所得に応
じて考えてもよいのでは。（30代　女性）

・価格高騰による負担増を踏まえ、子ども達
に給付することに効果があったかを検証す
ることが今後何らかの手助けになるので
は。単にバラマキにならないことを信じま
す。（60代　男性）

聞かせてください！聞かせてください！

あなたあなたのの 声声議案や町の事業について、町民
の皆さんからご意見を伺います。

・子どもが小さい時の金額を少なくし
て、その分中学校以上になったら金
額を多くしてほしい。（40代　男性）

・支給されることはうれしいが、一時
的な支援よりも継続して受けられる
支援の方がありがたいと思う。

（30代　女性）

補正予算補正予算６月

町の子育て支援への町の子育て支援への
ご意見をお聞きしましたご意見をお聞きしました

子ども医療費助成事業
出産おめでとう祝金
多子世帯入学祝金交付、学校給食費助成制度
産前・産後等ヘルパー派遣事業
ふるさと志賀産米学生応援事業
学習サポート事業　　　　　　など

いい支援がたくさん
ある。
もっとアピールすれば。

（50代女性）

ふるさと志賀産米は
毎年利用しています。
子どもにも好評です。

（50代男性）

町の子育て支援は
とても充実している
と感じる。

（60代男性）

子育て支援につい
てはとても充実し
ていると思う。
        （40代男性）

今の給付金をやめてその予
算を志賀町内で習い事をす
る子ども達への支援金にま
わすと“何かやってみよう”
というときのきっかけにな
り、結果、志賀町の活性化
に繋がると思うので、その
ような未来への考えもお願
いします。（40代男性）

児童手当については、小学校
になってからの方がお金がか
かってきているので、金額設
定はどのように決めているの
かなと思いました。

（30代女性）
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議案番号 議案名と主な内容　（議案名は一部省略してあります） 議決結果

議案
33

令和５年度一般会計補正予算（第２号）… 歳入では、国の内示に伴う電力・ガス・食料品等
価格高騰重点支援地方交付金、除雪トラック購入に係る社会資本整備総合交付金（防災・安全交付金）
の増額を主とし、歳出では、電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援地方交付金を活用して実施する
子育て世帯生活支援給付金給付事業のほか、除雪トラックの購入、落雷により被害を受けた放射線防
護施設の火災通報装置及び自家発電機の修繕に要する経費の増額を主として、所要額を補正。
　補正額：1億1039万円　　　予算額：125億5842万円

可決
賛11　反0

34 印鑑条例の一部を改正する条例… 公的個人認証法の一部改正に伴い、コンビニ交付の申請方
法に電子証明書の機能を搭載した移動端末設備（スマートフォン）が追加されたことから、所要の改正。

可決
賛9　反2

35 財産の取得「凍結防止剤散布車」… 凍結防止剤散布車を購入するにあたり、北陸重機株式会社　
代表取締役　馳部　茂義から2409万円で取得。

可決
賛11　反0

36 財産の取得「先進的海洋センター整備事業等用地」… 先進的海洋センター整備事業等用地を
購入するにあたり、富来領家町区（区長　山本　政人）から2億7045万円で取得。

可決
賛11　反0

37
石川県市町村職員退職手当組合規約の一部変更… 石川県市町村職員退職手当組合を組織す
る手取川流域環境衛生事業組合が令和５年３月31日付けで解散したことに伴い、組合規約を変更す
るにあたり、構成市町の議会の議決が必要なため。

可決
賛11　反0

発委
2

町議会議員の請負の状況の公表に関する条例… 地方自治法の一部を改正する法律により、
議会の議員に係る請負に関する規則の明確化及び緩和がなされることとなったため、請負の状況の透
明性を確保し、議会の運営の公正及び事務の執行の適正を図ることとするもの。

可決
賛11　反0

６６月月 定定 例例 会会 議議決決 結結果果
※議長は採決に加わりません。

議案に
対する討論 討論とは、議案や請願に対し、議員が自己の賛否の意見を表明し、その理由

を述べて他の議員を自己の意見に賛同させることを目的とする発言です。

中谷 松助 議員
議案第34号　マイナンバーとマイナンバーカードを巡るトラブルが相次いでいる中、さら
なる活用拡大促進につながる改正を拙速に決めるのではなく、町民の安心・安全確保、個
人情報保護の立場から一旦立ち止まり、国の検証を待ってからでもいいのではないかとの
立場から、反対する。

議案第36号　先進的海洋センター整備事業等用地について、現地視察を
行いました。

先進的海洋センター整備事業：
　富来地域の賑わい創出を目的として計画された事業。スケートボード
などのニュースポーツ場や交流施設などを集約した拠点施設を整備する。

取得予定地であるシーサイドヴィラ渤海
横のテニスコート

討論する
中谷松助議員

令和５年６月６日から20日の15日間で開催し、以下の議案を審議しました。

現 地 視 察
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５
月
５
日
、
石
川
県
能
登
地

方
で
大
き
な
地
震
が
発
生
し
、

震
源
に
近
い
珠
洲
市
で
は
最
大

深
度
６
強
が
観
測
さ
れ
ま
し

た
。　

　

被
災
地
で
は
人
的
被
害
を

は
じ
め
、
土
砂
崩
れ
や
道
路
の

法
面
崩
落
、
建
物
の
損
壊
な
ど

大
き
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
地
震
に
よ
り
、
お
亡
く

な
り
に
な
ら
れ
た
方
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に

心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

町
議
会
で
は
、
被
災
地
の
復

興
支
援
に
役
立
て
て
も
ら
う
た

め
、
全
議
員
か
ら
１
人
あ
た
り

２
万
円
を
集
め
、
珠
洲
市
と
能

登
町
へ
そ
れ
ぞ
れ
12
万
円
ず
つ

お
渡
し
し
ま
し
た
。

　

５
月
23
日
、
東
京
国
際
フ
ォ

ー
ラ
ム
に
お
い
て
、
令
和
５
年

度
町
村
議
会
議
長
・
副
議
長
研

修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
全
国
的
に
問

題
と
な
っ
て
い
る
議
員
の
な
り

手
不
足
問
題
、
議
会
改
革
及
び

住
民
の
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
活
用

法
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

６
月
13
日　

定
例
会
２
日
目

　
（
一
般
質
問
）　

　

町
職
員
と
し
て
議
会
の
知
識
を

得
て
、
今
後
の
業
務
の
参
考
と
す

る
こ
と
や
町
政
の
考
え
方
、
方
向

性
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
若
手
職

員
が
議
会
本
会
議
を
傍
聴
し
ま
し

た
。　

　

職
員
研
修
の
一
環
と
し
て
本
会

議
の
傍
聴
を
行
っ
た
の
は
昨
年
３

月
に
続
い
て
２
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

議
会
本
会
議
は
町
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
も
放
映

し
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ

議
場
に
足
を
運
び
、
議
会
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

珠
洲
市
・
能
登
町
に

珠
洲
市
・
能
登
町
に

　

災
害
見
舞
金

　

災
害
見
舞
金

町
村
議
会
議
長
会

町
村
議
会
議
長
会

議
長
・
副
議
長
研
修
参
加

議
長
・
副
議
長
研
修
参
加

若
手
職
員

若
手
職
員

議
会
を
傍
聴

議
会
を
傍
聴

① 役場２階の議会事務局で「傍聴証」　
　 を受け取ります。

② 「傍聴証」を首にかけて３階の
　 傍聴席に入ります。

本会議を傍聴するには

・必ず係員の指示に従ってください。
・携帯電話は、マナーモードにするか電源を切ってください。
・カメラやビデオカメラの類の持ち込みはできません。

傍聴席では

全国から1,300人の議長・副議長が参加

令和５年奥能登地震で被災されました全ての皆様に
心からお見舞い申し上げます

議会活動報告議会活動報告
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（８ページ）

（９ページ）

（10ページ）

（11ページ）

１　伝統芸能・文化等の継承に対する支援について
２　町祭再開について
３　移住者支援について

１　空き家問題について
２　特別天然記念物と有機栽培・学校給食について
３　教員の充足について

１　「こども家庭庁」設置に伴う町の取組を問う
２　志賀小学校の駐車場確保の現状と今後の具体的な対策を問う
３　長寿社会における学習者の主体的な学びの支援と学びの
　　環境整備に対して問う

１　原発から再エネで電気料金の引き下げを求めよ
２　住宅リフォーム助成制度の創設を
３　国県道センターラインのはっきり明示を求めよ
４　「笹波美知の駅」トイレの改修、展望台の整備を
５　小中学生給食費の完全無償化を
６　補聴器購入助成制度の創設を
７　地域猫への不妊去勢手術の助成を

町政を問う！町政を問う！
【一般質問とは】
　議員が町政一般について、報告や説明
を求め、質問することをいいます。
　１人あたりの持ち時間は答弁を含めて
40分です。

南　　正紀　議員

堂下　健一　議員

梢　　正美　議員

中谷　松助　議員

ぜひ、動画を
ご覧ください。

一般質問

４氏４氏がが登壇登壇

ぎかいのひろば №72
令和５年７月27日発行7
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南
　

お
祭
り
や
年
中
行
事
の
中
止
が

続
い
た
こ
と
で
、
各
地
の
伝
統
的

文
化
等
の
継
承
が
困
難
に
な
る
の

で
は
と
危
惧
す
る
声
を
多
く
聞
く
。

　

地
域
の
伝
統
芸
能
・
文
化
・
年

中
行
事
等
の
継
承
に
注
力
す
る
地

域
や
団
体
等
に
ど
の
よ
う
な
支
援

が
行
え
る
の
か
、町
長
の
考
え
は
。

町
長地

域
の
伝
統
文
化
の
継
承
に

は
、
地
元
区
民
、
関
係
者
の
熱
意

が
不
可
欠
で
あ
り
、
地
域
で
機
運

を
高
め
な
が
ら
、
伝
統
文
化
の
継

承
に
繋
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

本
年
度
、
地
域
の
伝
統
行
事

で
あ
る
稗
造
地
区
の
「
粗そ

だ朶
漁
」、

志
加
浦
地
区
の「
お
し
ょ
う
ら
い
」

の
二
つ
を
映
像
記
録
と
し
て
残
す

こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。　

　

地
域
の
伝
統
文
化
の
保
存
・
継

承
に
か
か
る
補
助
制
度
の
創
設
に

つ
い
て
も
検
討
し
た
い
。

南　　正紀　議員

伝統芸能・文化等に支援を

地域の機運を高めてほしい　町長

官
民
一
体
と
な
っ
た

持
続
可
能
な
イ
ベ
ン
ト
開
催
を

多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応商

工
観
光
課
長

商
工
観
光
課
長

志
向
の
変
化
や
新
た
な
価
値

観
に
よ
り
、
従
来
か
ら
の
在
り

方
が
見
直
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と

か
ら
、
町
と
し
て
も
、
行
政
主

導
か
ら
各
種
団
体
が
実
施
す
る

も
の
へ
と
移
行
す
る
こ
と
で
、

多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
で

き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

南
　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
行
動
制
限

の
中
、
長
期
に
わ
た
り
娯
楽
や

イ
ベ
ン
ト
が
制
約
を
強
い
ら
れ

て
き
た
今
、
多
く
の
町
民
の
皆

様
は
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
求
め

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

官
民
一
体
と
な
っ
た
、
持
続

可
能
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
求

め
る
が
、町
祭
再
開
に
つ
い
て
、

考
え
を
聞
く
。

一般質問

地域の伝統行事
「おしょうらい」

そ
の
他
の
質
問

南
　

移
住
支
援
金
の
創
設
を
。

ふ
る
さ
と
創
生
室
長

　

移
住
希
望
者
の
交
通
費
補

助
は
、
現
行
ど
お
り
、
県
の

補
助
制
度
を
活
用
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と

考
え
る
。

　

一
般
質
問
の
答
弁
に
お
い
て

よ
く
使
わ
れ
る
の
が
、「
検
討

し
ま
す
。」　

　

前
向
き
に
検
討
す
る
の
か
、

と
り
あ
え
ず
検
討
す
る
の
か
、

し
っ
か
り
見
極
め
、
次
回
の
質

問
に
備
え
た
い
。

議
ひ
員

と
の

こ
と

富来商工会が主催する花火大会

8ぎかいのひろば №72
令和５年７月27日発行



堂下　健一　議員

堂
下

　

空
き
家
が
放
置
さ
れ
、
こ
の

ま
ま
の
状
態
で
は
将
来
的
に
危

険
な
存
在
と
な
る
こ
と
は
避
け

ら
れ
な
い
。

①
危
険
な
空
き
家（
特
定
空
家
）

と
認
定
さ
れ
て
い
る
の
は
何
軒

か
。

②
空
き
家
を
借
り
て
生
活
を
始

め
た
人
は
い
る
か
。

③
地
震
で
の
倒
壊
が
問
題
視
さ

れ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
対
応

策
は
。

④
解
体
費
用
や
固
定
資
産
税
の

問
題
で
解
体
を
た
め
ら
う
人
も

い
る
。
税
法
の
改
正
も
含
め
て

関
係
機
関
と
協
議
し
て
い
く
べ

き
で
は
な
い
か
。

町
長

　

町
と
し
て
も
強
い
危
機
感
を

持
っ
て
お
り
、
地
域
全
体
で
空

き
家
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。　

ま
ち
整
備
課
長

①
こ
れ
ま
で
に
15
軒
が
認
定
さ

れ
、
現
在
は
解
体
が
進
み
、
残

り
10
軒
と
な
っ
て
い
る

②
19
世
帯
と
把
握
し
て
い
る
。

③
危
険
な
状
態
が
切
迫
し
て
い

る
場
合
に
は
、
防
護
網
等
に
よ

る
飛
散
防
止
な
ど
最
小
限
の
応

急
措
置
で
対
応
し
て
い
る
。

税
務
課
長

④
税
法
や
関
係
法
令
等
に
基
づ

き
、
適
切
に
対
応
す
る
。

特
別
天
然
記
念
物
と

有
機
栽
培
・
学
校
給
食
を
問
う

取
り
組
む
意
向
の
地
区
が
あ
れ
ば

支
援
し
て
い
く

農
林
水
産
課
長

空き家問題を問う

強い危機感、地域全体で取り組む必要がある 町長

て
取
り
組
む
意
向
の
あ
る
地
区
が

で
て
く
れ
ば
、
国
の
支
援
を
活
用

し
、
支
援
を
行
い
た
い
。

　

学
校
給
食
へ
の
提
供
は
、
有
機

栽
培
の
認
証
を
得
た
栽
培
農
家
が

本
町
に
い
な
い
こ
と
や
安
定
供
給
、

価
格
面
で
課
題
が
あ
り
、
現
時
点

で
は
難
し
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

現
在
県
で
は
、
特
別
栽
培
米
の

学
校
給
食
へ
の
提
供
に
つ
い
て
、

県
内
全
市
町
を
対
象
に
調
整
を
し

て
お
り
、
本
町
で
も
ト
キ
の
モ
デ

ル
地
域
で
栽
培
さ
れ
た
特
別
栽
培

米
を
学
校
給
食
に
提
供
す
る
方
向

で
、
栽
培
農
家
や
Ｊ
Ａ
等
と
調
整

を
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
と
も
県
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
、
安
全
・
安
心
な
食
材
提

供
に
努
め
て
い
き
た
い
。

堂
下

　

国
は
有
機
農
業
に
取
り
組
む

「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
」
を

25
年
ま
で
に
全
国
で
１
０
０
市
町

村
つ
く
る
こ
と
を
政
策
と
し
て
掲

げ
、
有
機
栽
培
米
の
学
校
給
食
導

入
、
栽
培
技
術
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化

な
ど
に
支
援
す
る
と
し
て
い
る
。

　

ト
キ
の
放
鳥
受
け
入
れ
モ
デ
ル

事
業
で
は
、
農
薬
の
５
割
減
が
課

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
制
度
を
活
用

し
て
は
ど
う
か
。

農
林
水
産
課
長

有
機
農
業
へ
の
機
運
が
高
ま
り
、

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
に
向
け

そ
の
他
の
質
問

堂
下

　

教
員
の
充
足
状
況
と
残
業

の
実
態
を
聞
く
。

教
育
長

　

町
内
小
中
学
校
の
教
職
員

の
配
置
状
況
は
、
充
足
し
て

い
る
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
、
部
活
動

指
導
員
、
ハ
ー
ト
フ
ル
相
談

員
を
配
置
し
、
教
職
員
の
負

担
軽
減
を
図
っ
て
き
た
。　

　

県
と
連
携
し
、
教
育
実
習

を
通
じ
て
、
教
育
に
対
す
る

熱
い
思
い
、
や
り
が
い
を
伝

え
、
充
実
し
た
仕
事
の
様
子

を
見
せ
る
な
ど
し
、
教
員
志

願
者
へ
の
意
識
を
高
め
ら
れ

る
よ
う
に
働
き
か
け
て
い

く
。　
　

をを問う!問う!町政町政町政町政

　

有
機
米
給
食
、
取
り
組
む

絶
好
の
機
会
な
の
に
。

議
ひ
員

と
の

こ
と

ぎかいのひろば №72
令和５年７月27日発行9
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一般質問

梢
　

少
子
化
対
策
は
、
先
を
見
据
え

た
効
果
的
な
取
組
が
必
要
と
考
え

る
が
、
町
の
考
え
は
。

　

現
在
実
施
し
て
い
る
育
児
支
援

教
室
・
子
育
て
相
談
な
ど
の
対
策

は
。

町
長若

い
世
代
の
流
失
を
食
止
め
る

た
め
、
移
住
・
定
住
対
策
を
推
進

し
、
雇
用
対
策
と
経
済
支
援
に
努

め
る
。

　

子
ど
も
・
子
育
て
に
関
す
る
対

応
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
行
い
切
れ

目
の
な
い
支
援
を
継
続
・
強
化
し

て
い
る
。

　

安
心
し
て
出
産
・
子
育
て
が
で

き
る
よ
う
子
育
て
環
境
の
充
実
を

図
る
。

子
育
て
支
援
課
長

今
年
度
か
ら
、新
た
に
「
産
前・

産
後
等
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
」
を

創
設
し
、
子
育
て
世
帯
の
不
安
の

解
消
や
負
担
の
軽
減
を
図
る
。

　

新
た
な
相
談
が
あ
れ
ば
随
時
対

応
し
、
来
庁
が
困
難
な
場
合
、
事

前
の
申
込
み
で
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談

も
実
施
し
て
い
る
。

　

デ
ジ
タ
ル
こ
ど
も
手
帳
「
て
く

て
く
」
を
導
入
し
、
子
育
て
支
援

情
報
を
提
供
し
て
い
る
。

梢　　正美　議員

少子化対策を問う

子育て環境の充実を図る　町長

志
賀
小
の
駐
車
場
確
保
を
求
め
る

駐
車
場
整
備
を
予
定

教
育
長

教
育
長

授
業
参
観
や
運
動
会
に
つ
い

て
は
現
在
同
様
、
西
山
台
の
防

災
公
園
を
臨
時
駐
車
場
と
し
て

利
用
し
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
よ

る
送
迎
を
実
施
す
る
。

　

駐
車
場
不
足
の
解
消
に
向

け
、
昨
年
度
学
校
に
隣
接
し
て

い
る
土
地
を
購
入
し
て
お
り
、

新
た
に
駐
車
場
と
し
て
整
備
す

る
予
定
で
あ
る
。　

梢
　

志
賀
小
児
童
保
護
者
か
ら

「
大
き
な
催
し
に
対
し
、
駐
車

場
確
保
が
難
し
い
」
と
の
声
が

あ
る
。　

　

子
育
て
当
事
者
の
ニ
ー
ズ
に

対
し
、
柔
軟
に
対
応
で
き
る
環

境
整
備
を
求
め
る
。　

そ
の
他
の
質
問

梢
　

学
び
の
支
援
と
環
境
整
備

は
。

生
涯
学
習
課
長

　

団
体
活
動
へ
の
補
助
金
や

各
種
教
室
へ
の
支
援
を
行

い
、
環
境
整
備
の
充
実
に
努

め
る
。

　

今
後
、
対
応
に
心
掛
け
て
く

だ
さ
る
と
聞
け
て
ほ
っ
と
し
ま

し
た
。　 議

ひ
員

と
の

こ
と

スマートフォンなどで使える、　
デジタルこども手帳「てくてく」

10ぎかいのひろば №72
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中谷　松助　議員

をを問う!問う!町政町政町政町政

中
谷

　

大
手
電
力
７
社
の
電
気
料
金
が

大
幅
に
値
上
げ
さ
れ
た
。

　

国
や
県
に
は
原
発
や
石
炭
火
発

を
や
め
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
切
り
替
え
る
こ
と
を
伝
え
、
北

陸
電
力
に
は
電
気
料
金
を
低
く
求

め
る
べ
き
と
思
う
が
、
考
え
は
。　

町
長再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
ク

リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
言
え
る

が
、
一
方
で
、
季
節
や
天
候
な
ど

の
自
然
条
件
の
影
響
を
受
け
、
安

定
供
給
が
難
し
い
電
源
で
あ
り
、

安
定
的
に
発
電
で
き
る
原
子
力
や

水
力
・
火
力
な
ど
の
ベ
ー
ス
ロ
ー

ド
電
源
も
必
要
と
考
え
る
。

　

電
気
料
金
の
値
上
げ
に
よ
っ

て
、
住
民
生
活
に
与
え
る
影
響
が

懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る

が
、
町
と
し
て
は
国
の
Ｇ
Ｘ
（
グ

リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
の
実
現
に
向
け
た
政
策

を
注
視
し
て
い
き
た
い
。　

原発から再エネで
電気料金の引き下げを求めよ
国のＧＸの実現に
向けた政策を注視 町長

「
笹
波
美
知
の
駅
」

　
　

展
望
台
の
整
備
を

　

早
期
の
改
修
を
要
望

ま
ち
整
備
課
長

ま
ち
整
備
課
長

県
で
は
9
月
末
に
ト
イ
レ
の

改
修
を
見
込
ん
で
い
る
。　

　

展
望
広
場
の
東
屋
や
木
製
ベ

ン
チ
は
老
朽
化
に
よ
る
破
損
の

た
め
立
ち
入
り
を
禁
止
し
て
お

り
、
早
期
の
改
修
を
県
に
要
望

し
て
い
る
。

　

施
設
周
辺
の
除
草
な
ど
、
今

後
も
景
観
に
配
慮
し
た
維
持
管

理
を
行
っ
て
い
く
。

中
谷

　

笹
波
美
知
の
駅
の
ト
イ
レ
は

使
用
停
止
、
展
望
台
は
ロ
ー
プ

が
張
っ
て
あ
り
、
草
木
も
生
え

た
ま
ま
で
あ
る
。

　

展
望
台
か
ら
は
岩
肌
の
美
し

い
く
ぐ
り
岩
や
関
野
鼻
の
一
部

を
眼
下
に
見
る
事
が
出
来
る
、

素
晴
し
い
所
だ
。

　

交
流
人
口
の
拡
大
に
つ
な
が

る
よ
う
に
、
ト
イ
レ
の
改
修
と

展
望
台
の
整
備
を
求
め
る
。　

そ
の
他
の
質
問

中
谷

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制

度
の
創
設
を
。

ま
ち
整
備
課
長

　

対
象
を
拡
大
す
る
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
。

中
谷

　

国
県
道
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン

の
は
っ
き
り
明
示
を
求
め
よ
。

ま
ち
整
備
課
長

　

県
に
対
応
を
求
め
る
。　

中
谷

　

地
域
猫
へ
の
不
妊
去
勢
手
術

の
助
成
を
。

環
境
安
全
課
長

　

地
域
猫
活
動
を
す
る
に
あ

た
っ
て
、
地
域
住
民
の
理
解
を

得
ら
れ
て
い
る
の
か
、
実
態
把

握
に
努
め
て
い
く
。

　

猫
を
飼
わ
れ
る
皆
様
に
は
責

任
あ
る
飼
い
方
を
お
願
い
す
る
。

　

引
き
続
き
求
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ご
支
援
・
ご
指
導
お
願
い
し

ま
す
。　 議

ひ
員

と
の

こ
と

【
Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）】

　

ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

活
用
し
て
い
く
た
め
の
変
革
や

そ
の
実
現
に
向
け
た
活
動
の
こ

と
。

中
谷

　

小
中
学
校
給
食
費
の
完
全
無

償
化
を
。

教
育
長

　

今
の
と
こ
ろ
実
施
す
る
予
定

は
な
い
。　

中
谷

　

高
齢
者
の
難
聴
に
対
す
る
補

聴
器
購
入
助
成
制
度
の
創
設
を
。

健
康
福
祉
課
長

　

町
独
自
の
助
成
は
考
え
て
い

な
い
。
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みて！よ
んで！しって！

志賀町議会志賀町議会

議員定数

報酬月額

平均年齢

平均当選回数

平均在職年数

議員一人に対する
　町民の人数

2023 年

　　　　　　　（令和５年５月から）

議　長　　369,000 円
副議長　　317,000 円
議　員　　299,000 円

　　　　４．９回
　　　　※合併以前の当選を含む

最多当選回数　　　８回
最少当選回数　　　１回

　　14.5 年

最長　　25年　
最少　　  0 年

12人

1545人

2005年（合併時）

30人

793人

議
会
の
数
字　

そ
の
１

　　　　63歳
　　　　※令和５年５月現在

最年長　　74歳
最年少　　45歳

1212ぎかいのひろば №72
令和５年７月27日発行

　令和５年５月９日から新体制でス
タートした志賀町議会。　
　皆さんに知ってほしい「議会の数字」
にスポットを当てます。　
　　　　志賀町議会の数字を
　　　“みて！よんで！しって！”　



議
会
の
数
字　

そ
の
２

会議開催日数
審議案件数
一般質問数

議長の活動 議会だより発行数

ケーブルテレビ放送回数

議会費

　　　　　　　       
（令和 4年）

式典　27回　
会議　36回
研修・要望活動など　26回

年４回（町内全世帯へ配布）

20回／年　

（令和５年当初の全体予算）　

　　121,847,000 円　
（うち、主な予算） 　　 単位：円

議員報酬手当
職員給与費　　
交際費　　　　　　
印刷製本費　　　
議会活動経費

57,464,000
35,516,000
367,000
1,856,000
6,822,000

69 日　（本会議 13日、委員会 56日）

109件（うち、議員提出 11件）

72件　　　　　　  
　　　　　　　　※令和４年中

ホームページ・
ホームページ・

ケーブルテレビ放送も
ケーブルテレビ放送も

ご覧ください
ご覧ください

ぎかいのひろば №72
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議会ホームページはこちらから



６
月
定
例
会

N
o.72

令
和
５
年
７
月
2
7
日

発
行
/
志
賀
町
議
会
　
編
集
/
議
会
広
報
特
別
委
員
会

〒
925-0198　

石
川
県
羽
咋
郡
志
賀
町
末
吉
千
古
１
番
地
1

                     TEL (0767) 32-9270   FA
X (0767) 32-3933  

1414

８/29
（火）

本会議
10：00

議案の上程
　（町長が町の近況や議案説明をします。）

９/５
（火）

本会議
10：00

一般質問
　（議員が町政について質問をします。）

９/15
（金）

本会議
14：00

議案の採決
　（議案の可否について決定をします。）

９月定例会本会議の日程(予定)です。傍聴に来ませんか。
発
行
責
任
者

議　
　

長

福
田　

晃
悦

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長

表
谷　

茂
浩

副
委
員
長

南　
　

正
紀

委　
　

員

寺
井　
　

強

　
　
　
　
　
　

南　
　

政
夫

　
　
　
　
　
　

冨
澤　

軒
康

ぎ
か
い
の
ひ
ろ
ば

ぎ
か
い
の
ひ
ろ
ば

ぎ
か
い
の
ひ
ろ
ば

議
会
だ
よ
り

しかまちＬＩＦＥの申込・議会にお問合せ
などありましたら、ホームページの入力
フォームをご利用下さい。

お

しました

お

聞
きしました 志賀町

と
志賀町の

こ

と
のの

ししかまち
ＬＩＦＥＬＩＦＥ

今回は、今回は、

志賀町に移住された志賀町に移住された

志賀の郷志賀の郷 のの 大竹大竹さんさんご夫妻ご夫妻
にお話しをお聞きしました。にお話しをお聞きしました。

出身はどちらですか。また志賀町に住んで何年
になりますか。

東京都出身で、志賀町に移って16年になります。

志賀町に移住された理由は何ですか。

　田舎暮らしに憧れていたこと、空気のいいところ
に住みたかったからです。
　仕事の関係で石川県や志賀町の人と仲良くなって
行き来するようになり、それならいっそのこと移り
住もうということになりました。
　東京に住んでいる時より親戚が集まる機会が増え
て、近くなったと感じます。
　コロナの期間は会えなかったが、みんなこちらに
来ることを楽しみにしています。

すきな場所、食べ物はありますか。

安部屋海岸、千鳥ヶ浜の夕日がきれい。
志賀町だけではなく、能登全体を気に入っています。
すいか、ころ柿、牡蠣もおいしい。ころ柿は日本一。
親戚・友達にも贈っているが、みんな心待ちにしていて、
毎年贈る件数が増えてたいへんです（笑）。

なんでもなんでもアピールアピールどうぞ。どうぞ。

編集後記編集後記

　町の皆様の声を多く取り入れた広報づくりを目指して
います。
　皆様のご意見・ご感想を、ぜひお聞かせください。

　（表谷）

どなたでも気軽にお越しください！どなたでも気軽にお越しください！　　

SAWA COFFEE&PIZZA　TEL 080-6364-6180

仲良しの大竹さんご夫妻。お店の名前も
お二人の名前から付けたそうです。

ご夫妻が経営するお店「ＳＡＷＡ」で提供されている
ピザ（左）と大竹さんが製作している木工製品（右）。
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